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Vol.14　声に出して伝えよう
疲れ果てて帰ってきたマンションのエレベーター、知ら

ない人でも「こんばんは」と声をかけ合う。「今日は寒かっ

たですねぇ」「本当にねぇ」などと笑顔を交わし、ほっこ

りする。が！　である。あるとき、「こんばんは」と声を

かけた相手方のおっさん、ニコリともせず、横目でチラっ

と見た感じではあるが、それ以上の反応なし。「おいっ！

　会釈ぐらいしろよなっ！」と喧嘩を吹っかけそうになる。

こういうのって、どーよ！？

「いやいや、知らない人にいち

いち挨拶なんてねぇ。返事がな

くっても仕方ないんじゃないか

な」という方もおられましょう。

が、しかし、知らない相手ばかり

ではないのです。

昔、「おはようございます」論

争をしたことがある。特許事務所

というところは、挨拶、という

か、「音声言語によるコミュニケー

ション」を嫌う人が実は結構多い。

まさに「ヒトと話すのが嫌い」と

自白した元同僚曰く、「できれば、

朝PCの前に座ってから、夕方仕

事を終えるまで、誰とも話したく

ないですぅ。電話も大嫌いだから、

かかってこないで～ってお祈りし

ちゃう」。

でも、せめて、朝「おはようご

ざいます」と言われたら、「おは

ようございます」って返してもよ

くない？　ってなことをしつこく

言っていたら、「心の中で言ってるからいいんだよ」と反

論してきた奴がいた。

「あんたの心なんて、あたしにゃ読めねえ！」とこれま

た喧嘩を吹っかけそうになる。

声を出して伝えるということに我々は慣れていない

のかも、と思わなくもない。筆者は学生時代、フラン

スの家庭にホームステイしていたことがある。

そこにはいかにも良家の子女といったふうの米国人学

生２人も一緒に滞在していた。この米国英語訛りのフラ

ンス語には大いに悩まされたが（訛りが伝
う

染
つ

ってしまっ

て。。。。）、一つだけ、大いに学んだことがあった。

それは、「ありがとう」の挨拶。

毎晩、ステイ先のマダムが７人分の夕食を作ってくれて

いた。サラダから始まって、いく品かのお料理にデザート。

「大変だなぁ」ぐらいに思っても、おいしくいただくだけ

の筆者と違って、２人は「今日も

ディナーの準備をありがとう」と

お礼を何度も述べて、「これはお

いしそうですね」といった会話を

始める。

さすがに、あるとき気がつい

た。甘やかされた子どもがそのま

ま大きくなったみたいな筆者は、

大学時代でも、母親が食事を作っ

てくれるのを当然のように思っ

ていて、「ありがとう」なんて言っ

たことがない。

それに気づいたときは、なんだ

か、ショックだった。作ってもらっ

たら、やっぱ、当たり前に「あり

がとう」だろう、と。

で、帰国後、夕食を作ってくれ

た母親に、本当に感謝しつつ、「あ

りがとう」と言ってみた。

「何をいまさら、この子は」と

いった感じで、でも、母はニコっと笑った。

以心伝心は、日本の最大の美徳のようにも思える。でも、

分かっていることを音声として伝えるだけで、受ける側の

喜びも倍増する。

「おはようございます」「ありがとう」そんな短

い言葉が、幸せをもたらすと筆者は結構信じて

いる。


